
株式会社SHUHARI（福祉事業）

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

事業所や製品の写真等

経営者
写真

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

IKEDA VILEAGE（現在進めている
総合福祉事業のイメージ図）

〇本社所在地：埼玉県志木市本町5-8-5

中村ビル2階

〇事業概要：・・・保育所、児童発達支

援センター、放課後等デイサービス、

相談支援事業等、地域福祉を支える事

業を展開

〇常時使用する従業員：・・・478人

（2025年5月期）

〇現在の売上高： 17億円（ 2024年5月期）

○法人番号：1030001048290

○Web：https://www.shuhari.biz/

かかわるすべての人の笑顔と豊かさのために
時代の変化に対応するしなやかさと、本質的な価値を守るひたむきさを大切にしながら、家族にとって

安心安全な環境を創造し、かかわるすべての人の笑顔と豊かさを増やします。

地域社会がシームレスにつながれるよう、人が集う場所、環境を整え、地域の方に居場所と舞台を提供。
また働く職員たちも、十分な報酬と社会的な地位が認められた、誇りある仕事であると自負できるよう
なプロフェッショナル集団となる。

2050年 売上100億円ために年平均で7.5％の売り上げ増が
必要

事業展開のエリアの増大
サービス種目の拡大

大型施設の設置
障害福祉、訪問介護、こどもの居場所事業、カフェ、ランド
リーなどの複合施設を設置し、地域のインクージョンを勧め
ながら、成長を目指す。

弊社が運営する保育施設の周辺エリアに、児童発達支援、放
課後等デイサービス、就労移行支援、就労継続支援施設、グ
ループホームなどを展開し、地域の福祉の拠点を作る。1拠点
で4億程度の売り上げ規模になる。
このフォーマットを他エリアに21拠点広げていくことで、
100億円の経済規模を目指す
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